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Summary
Westudieddietarylifeofelderlypeoplefrom theviewpointoffoodconsumptionpatternusingadietary
questionnaireaskingthemtheirdailyfわodconsumptionpatternsaswelastheirdietarystyles.Thenumberofthe
subjects(over65yearsold)livinginKansaiarea,OsakaurbanareaandNaganoruralareawere206,70,and75.
respectively.Analysisofthequestionnaireshowedthattheelderlymenwhoarelivingalonetendtoconsumeless
fruitsthantherecommendintake.Inaddition,menwhousualytakemealsbythemselvesconsumelessdairy
products,Vegetablesandfruitsthantherecommendedintakes.Incontrast,wecouldnotflndanyrelationbetween
thedietarystylesandthefわodconsumptionpatternintheelderlywomen.Theseresultsindicatethatouradvance
societyneedstoprovidemoreefficientnutritionaleducationanddietarysupporttotheelderlyaswelastoyoung
mentoimprovetheirqualityoflifeintheirlateryears.Inaddition,wefoundadifferenceintheamountof
vegetablesconsumedbutnosignificantdifferenceintheconsumptionofotherfoOdgroupsbetweenurbanandrural
dietaryhabits.ThisfactindicatesthatinthepresentmodernizedJapan,fortheelderlythereisnodiferenceinthe
dietaryhabitsbetweenurbanandruralareas,excepttheconsumptionofvegetables,whichtheruralelderlycan
provideforthemselves.
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Ⅰ.はじめに
現在､わが国における65歳以上の人口は約2430万人で
あり､国民の約5人に1人がいわゆる高齢者である｡この
日本における社会の高齢化は欧米諸国に比べても急速
で､今後も高齢者の人口比率は上昇すると予想されてい
る｡ また､日本社会の高齢化に伴って､65歳以上の夫婦
のみで構成される世帯や高齢者のみの単独世帯の数が急
速に増加している｡ このような高齢化社会を迎えたわが
国では､高齢者が健康で自立した生活を送ることができ
る社会を構築することが重要であり､そのためには高齢
(1)
者が健康な老後を送ることができるよう､いわゆる 健`
康寿命'の延伸が社会的課題となっている｡この健康寿
命の延伸等を目標とし､2000年から厚生省 (現厚生労働
省)の主導で始まった ｢健康日本21｣1)では､高血圧､
高脂血症などの食習慣や運動習慣などを原因とする疾
病､いわゆる生活習慣病の一次予防が重要であるとされ
ており､特に日常生活での食品摂取の適正化による予防
を呼びかけている｡
健康寿命の延伸や､人々の健康維持には適正な食生活
を送ることが必要であり､また生活の質 (QOL)を維
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持するためにも健全な食生活の維持が重要な役割を果た
すことはこれまでの種々の研究が明らかにしている｡ し
かし､これらの高齢者の食生活に関する研究は摂取エネ
ルギーや栄養素の充足率､食品の摂取量から評価したも
のが多く6ト 川､高齢者が健全な食生活を送ることができ
るようにするための健康栄養教育といった観点から考え
ると､高齢者にも理解しやすい食品群別の摂取量から高
齢者の食生活を評価することも必要であると考えられ
る｡また､急速な高齢化社会の進展に伴って高齢者の生
活様式も変化し､食生活のスタイルも変化してきている
ことを考慮すると､食生活のスタイルが高齢者の食品選
択状況一食品群別摂取状況一に及ぼす影響や社会的､身
体的要因と各食品群の充足率との関連について検討する
ことは､今後の高齢化社会における健全な食生活のあり
かたを考えるときの基礎的資料を提供するものと思われ
る｡
そこで､われわれは高齢者の食生活の現状を行政機関
等が地域での栄養指導の効果を評価するのによく用いら
れる簡易食物摂取状況調査によって把握し､同時に調査
した食生活の状況､家族形態などの社会的要因､高次生
活機能の保持 ･健康度自己評価などの身体的要因と簡易
食物摂取状況調査より得られた食品群別充足率との関連
について検討し､近畿､大阪市住吉区､長野県坂北村に
在住する高齢者の食生活を食品群別充足率の観点から考
察した｡さらに､都市部と農村部では生活環境の違いよ
り､食習慣や食品の摂取状況が異なることが推測され､
それぞれの地域に適した高齢者の栄養健康教育を考える
ため､都市部の高齢者の食生活状況として大阪市住吉区
の調査結果と､農村部として長野県坂北村の調査結果を
比較検討 した｡
Ⅰ.調査方法
1 調査票
本研究では自己
記入式の調査票を
用いたが､その内
容 を表 1に示す｡
主な調査目的であ
る個人の食物摂取
調査のための簡易
食物摂取状況調査
項 目と個人の老化
表1 調査票の内容 (質問順)
年齢､性別､身長､体重
生活活動強度
健康度自己評価
趣味の有無
歯の状態､食欲の有無
一人で食事をする頻度
食事の調理 .準備をする人
外食､市販の弁当 .惣菜､配食の利用頻度
(朝食､昼食､夕食それぞれについて)
間食 .夜食の頻度
食料品の買い物の頻度
簡易食物摂取状況調査
度を推測するための老研式活動能力指標調査項目に加え
て､年齢､身長､体重､生活活動強度､健康度の自己評
価､口腔内状況などの身体状況調査項目､高齢者の家族
(2)
形態調査項目､一人で食事をする､いわゆる '孤食"の
頻度などの社会的要因調査項目､食事の準備や市販の惣
菜や外食の利用頻度食料品の買い物の頻度などの食生活
状況調査項目で構成されている｡ ここで用いた簡易食物
摂取状況調査項目は大阪市健康保健局が地域栄養教育の
際､その教育効果の評価の為に用いた調査票2'に準拠 し
て作成したものであり､厚生省 (現厚生労働省)健康の
指標策定委員会が報告した食生活状況調査を参考資料と
して高橋 ら15'が作成した食物摂取状況調査票とも概ね同
じ質問項 目を含むものである｡食品の摂取頻度とその量
(1週間の摂取頻度と量の概略)を回答するもので､今回
は調査対象者が高齢者であることを考慮し､摂取量の目
安として､主な食品の実寸大の写真を掲載 した｡この簡
易食物摂取状況調査票を用いて､予備的に18名の高齢者
の食事調査を行ったが､その結果は大阪市健康保健局の
評価結果に示された高齢者の一般的な結果とよく一致し
た｡また高齢者の高次生活機能の保持と食生活 ･食品摂
取との関連を､高齢者の高次生活機能の指標として老研
式活動能力指標3せ 用いて検討した.老研式活動能力指
標は､地域での独立した生活を営む上で必要とされる活
動能力を測定するための尺度として東京都老人研究所が
開発した指標であり､現在､日本国内で広 く用いられて
いるものである｡
2 調査対象
調査はまず平成14年の7月､8月に生活科学部に所属す
る学生､院生の65歳以上の親類､知人等で大阪府 ･京都
府 ･兵庫県に在住する244人に調査票を郵送し､234部を
回収 した (回収率95.9%)｡そのうちデータ解析に必要
な項目に回答が得られたのは206人であり､その平均年
齢は男性73.2±6.4歳､女性74.0±6.1歳であった (平均
値±標準偏差)｡以降､本文中では､この大阪府 ･京都
府 ･兵庫県に在住する244人に対する調査で得られた結
果を 近`畿圏'と表示する｡次に､長野県の坂北村での
調査は平成14年の12月に坂北村役場の地域保健に関わる
栄養士､看護士､保健士に依頼して調査票を配布､回収
した｡長野県坂北村は平成14年7月31日の時点で､人口
2240人､65歳以上の高齢者703人 (高齢者比率31.4%)､
高齢者のうち75歳以上353人 (後期高齢者比率15.8%)
で､今回の調査では65歳以上の高齢者133人から回答を
得た｡そのうちデータ解析に有効な回答が得られたのは
75人であった｡有効回答を得た対象者の平均年齢は男性
76.8±5.4歳､女性74.0±7.9歳であった (平均値±標準偏
差)｡以降､本文中では､長野県坂北村での調査で得ら
れた結果を 坂`北村"と表示する｡最後に大阪市住吉区
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における調査は平成15年の2月､3月に調査地域の町会に
調査票を配布し､各町会の斑ごとに回答が記入された調
査票を回収した｡今回の調査では住吉区の中で長野県坂
北村と人口や高齢化率が近い､住民人口2578人､65歳以
上の高齢者924人 (高齢者比率35.8%)､高齢者のうち75
歳以上547人 (後期高齢者比率21.2%､平成12年国勢調
査)の町会地域を選択した｡以降､本文中では､大阪市
住吉区の-町会での調査で得られた結果を 住`吉区'と
表示する｡
以上､3つの調査地域における､有効回答者の年齢構
成を表2に示す｡
なお､今回の高齢者を対象とした調査の参考として､社
会的､文化的背景が異なると考えられる本学の大学生 ･
大学院生計104人 (男性46人､女性58人)に同じ調査票
を用いて調査を行った｡平均年齢は男性22.1±1.6歳､女
性22.0±1.4歳であった (平均値±標準偏差)｡
表2 各調査地域での有効回答者の年齢構成 (人)
近畿歯 大阪市住吉区 長野県坂北村
男性 女性 男性 女性 男性 女性
65-69歳 27 29 12 12 1 23
70-74& 21 44 ll 12 7 15
75-79歳 15 34 4 12 4 9
80歳以上 14 22 3 4 5 ll
計 77 129 30 40 17 58
3 食品群別充足率の算出
簡易食物摂取状況調査に回答 ･記述された1週間あた
りの摂取頻度､1回あたりの摂取量から80kcalを1点とし
て各食品群の1週間あたりの摂取点数を計算し､これを7
で割って1日あたりの各食品群の摂取点数を得た｡本論
文での食品群別充足率に用いた食品群は調査結果の参照
を容易にするため本調査票の作成の基とした大阪市健康
保健局の簡易食物摂取状況調査で用いられているのと同
様に6つに分類し､各群の食品の内容も同一とした｡今
回の調査での各食品群に含まれる食品類の内容を表3に
示した｡各食品群別充足率の算出に用いた各食品群の摂
取目標量は第6次改定日本人の栄養所要量､食事摂取基
準の活用4)に基づき対象者の年齢 ･性別 ･活動強度によ
り各食品群の摂取目標点数を設定し､各個人の摂取目標
点数に対する摂取点数の百分率を充足率とした｡本研究
で用いた各食品群の摂取目標点数を表4に示した｡
4 調査結果の集計および統計処理方法
調査対象の年齢平均､各食品群別の充足率平均などは
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男女別に集計 ･計算し､その値は､すべて平均値±標準
偏差で示した｡地域及び男女間における各食品群別充足
率の差､及び家族形態､｢孤食｣､老研式活動能力指標に
対する食品群別充足率の差の検定にはKruskal-Walis検
定を用い､有意差のあったものは更にMann-Whitney検
定を行った｡今回の調査で得られたデータの分散が群に
よって一様でないためノンパラメトリック検定を用い
た｡なお､家族形態､｢孤食｣､老研式活動能力指標点数
に対する食品群別充足率の差の検定には3つの調査地域
から得られたデータを合わせて統計処理した｡データの
続計処理には､統計解析ソフトウェアSPSS Ver.10.0
forWindowsを用いた｡有意水準はp< 0.05とした｡.
表3 各食品群の内容
第 1群 負.肉.那.大豆.大豆製品
第 2群 牛乳.乳製品.海草りト魚
第3群 野菜類
第4群 果物類
第 5群 栄.パン.痩.いも.砂糖
表4 各食品群の目標点数 (数値は80Kcalを1点とした時の点数)
男 女
65--69歳 70歳以上 65-69歳 70歳以上 1
生i舌活軸強度 1 2 3 4 1 2 3 1 2 3 4 I 2 3
第 1群 4.0 4.7 5.0 5.0 4.0 4.6 4.7 3.6 4.0 4.6 4.7 34 4.0 4 .4 l
第2群 I.8 1.8 1.8 2.2 1.8 I.8 1.8 1.8 1.8 1.S I.8 1.8 1.8 I1.8l
第3群 1.2 I.2 1.2 1.2 I.2 1.2 1.2 I.2 1.2 1.2 1.2 11ー2 1,2 I.2
第5群 12.4 14.6 17.6 19.9 ll.3 13.6 15,5 9.7 ll.7 13,7 15,5 S.5 10,l ll.9
Ⅱ.調査結果
1 調査地域及び性別と食品群別充足率の関係
今回の簡易食物摂取状況調査により得られた食品群別
摂取量から推測される3つの地域の男女別の平均食品群
別充足率のレーダーチャー トを図1に示し､それぞれの
平均値と標準偏差を表5に示した｡図1のレーダーチャー
トを比較すると､近畿圏､住吉区､坂北村の高齢者の6
つの食品群別充足率は同様な傾向を示すことが分かり､
表5 調査地域別及び性別食品群別充足率
近畿圏 住吉区 坂北村
男性 女性 男性 女性 男性 女性
第 1群 78.1土24.0 84.5土28.9 76.4土3S.5 83.7土26.7 74.6土24.4 89｣2土29.0
第 2群 107.7土68.0 126.0土635 101.7土68.1 125.9土59.0 129.4土76.8 115.3*55.4
第 3群 * 63.2土24.9 67.8土19.8 60.9士25.5 65.9i21.7 77.2士18.9 81.7士19.5
第 4群 67,7土一7.9 80.2土46.8 82.9土70.a 90.5土64.4 94.0土54.5 103.9土58.7
第 5群 107.1土36.8 119.3土265 112.8土35.1 119.2土28.4 100.9土24.0 I107.0土25.0
第6群 書書 lob.1土70.4 137.4土77.0 77.1土39.3 130.7土72.9 59.5士43.4 126.1士71.9
億は% (平均値±樺準傍等)
叶 男女ともに近畿圏と坂北村の闇､住吉区と坂北村の闇に有意差が締められた｡(p<0.05)
'* すべての地域において､男女間に有意善が締められた.(p<0,05)
(3)
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図1 調査地域別及び性別食品群別充足率
特に近畿圏と住吉区を比較すると､男性､女性とも有意
な差はみられなかった｡表5に示したこれらの食品群別
充足率の平均値 ･標準偏差の値を比較すると､それぞれ
の有効回答者の数にもよるが､どの地域においても､第
2群の牛乳､乳製品､海草､小魚､第4群の果物類､第6
群の油脂類の充足率の標準偏差が大きく､個人差が大き
いことを示している｡また､第1群の魚､肉､卵､大豆､
大豆製品と第3群の野菜類の充足率の平均値は各々､
74.6%～89.2%､60.9%～81.7%に分布し､どの地域にお
いても100%に達していなかった｡近畿圏､住吉区の男
女､坂北村の男性においては第4群の果物類の充足率も
100%に達していなかった｡近畿圏 ･住吉区と坂北村の
食品群別充足率を比較すると男女とも坂北村において第
3群の野菜類の充足率が有意に高かった (p<0.05)｡ま
た3つの調査地域いずれにおいても､各群の充足率は女
性が男性のそれよりも高い傾向を示し､特に第6群の油
脂類の充足率は女性が男性よりも有意に高かった (p<
0.05)0
近畿圏の高齢者の食品群別充足率の平均値は大阪市健康
保健局の食生活習慣改善指導事業調査報告書2)にある高
齢者のそれらとよく一致した｡
2 家族形態と食品群別充足率の関係
高齢者の家族形態を ｢独居｣｢夫婦のみ｣｢子 ･孫と同
居｣の3つに分類した場合の､家族形態別食品群別充足
率を図2に示した｡今回の調査では､独居の男性高齢者
の有効回答数が少なかったが､男性高齢者では ｢独居｣
群の第2･3･4群の充足率が ｢夫婦のみ｣｢子 ･孫と同居｣
群に比べて低い傾向がみられ､特に第4群の果物類の充
足率に有意な差がみられた (刀 < 0.05)｡女性高齢者で
は男性高齢者にみられた家族形態による各食品群の充足
率の差はみられなかった｡
高齢者の食品摂取に関する今回の調査の参考として本学
の大学生 ･大学院生学生に対して行った同様の調査結果
(4)
塩北村
+ 異性 -砂-女性
4群
食品群別充足安 (男性)
の中で､家族形態を ｢独居｣と
｢家族と同居｣の二つに分類し､
食品群別充足率との関連をみた
ところ､独居男子学生の食品群
別充足率パターンは独居男性高
齢者と同様のパターンを示し､
第2･3･4群の充足率が低い結
果を示した｡一方､女子学生は
女性高齢者と同様に家族形態に
よる各食品群の充足率の差はみ
られなかった｡
食品群別充足牽 (女性〉
2群 6群
5群 5群
4群
- 独居Ol=10)
-一夫掃のみ (【=7日
一･｡･一･･子持と同居 (n=40)
4群
- 独居 か=45)
-一夫掃のみ (n=65)
- ･･手指と同居 (n=112)
図2 高齢者の家族形態と各食品群の充足率
●｢独居｣群は｢夫婦のみ｣群､｢子孫と同居｣群に比べ食品群別充足率が有意に低い｡(pく0.05)
3 ｢孤食｣と食品群別充足率の関係
高齢者が一人で食事を摂る､いわゆる ｢孤食｣の頃度
と食品群別充足率の関係について検討した｡家族形態が
｢夫婦のみ｣｢子 ･孫と同居｣の場合でも食事を1人で摂
ることがあるため､本調査では朝食､昼食､夕食それぞ
れについて ｢いつも誰かと一緒に食べる｣｢時々誰かと
一緒に食べる｣｢ほとんど1人で食べる｣の3つの選択肢
を設けた｡そこで ｢いつも誰かと一緒に食べる｣に2点､
｢時々誰かと一緒に食べる｣に1点､｢ほとんど1人で食べ
る｣に0点を与え､3食の合計得点が1-2点のグループを
1日の食事を ｢1人で食べることが多い｣､3-5点の得点
のグループを ｢時々1人で食べる｣､6点の得点のグルー
プを ｢いつも誰かと一緒に食べる｣として調査対象被験
者を3つの群に分類した｡図3に ｢孤食｣の頻度と食品
群別充足率の関係について示した｡男性では ｢孤食｣の
頻度が高くなるほど第2･3･4群の充足率が低くなり､
その差は有意であった (p<0.05)｡ 一方､女性ではど
の食品群においても食品群別充足率の差はみられなかっ
た｡
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食品群別充足率 (男性:
2群* 6群
3群* 5群
食品群別充足率 (女性:
図3 孤食の頻度と食品群別充足率
●｢1人で食べることが多い｣群は｢ときどき1人で食べる｣群､｢いつも誰かと-掛 二食べる｣群
に比べ食品群別充足率が有意に低い｡(pく0.05)
4 老研式活動能力指標と食品群別充足率の関係
高齢者の生活機能の自立性を老研式活動能力指標によ
って評価し､その ｢自立度合い｣の変化と各食品群の充
足率の変化を検討した｡今回の調査で得られた老研式活
動能力指標の分布は高齢群ほど得点が低いものが多く､
また男性よりも女性の得点が低かった｡この得点分布の
傾向は古谷野3'らの報告と同様であり､活動能力を ｢手
段的自立｣､｢知的能動性｣､｢社会的役割｣の3つの下位
尺度に分けた場合の得点も加齢によって低下し､その低
下パターンは古谷野3)らの報告と同様の特徴が確認でき
た｡
老研式活動能力指標で示される生活活動能力と食品群
別充足率との関係を検討し､さらに食品群別充足率に差
が現れる活動能力のレベルが存在するか否かを検討する
ため､老研式活動能力指標 (得点)と食品群別充足率の
関係を調べた｡ここでは老研式活動能力得点を13点得点
した群と12点以下の群 (13:12-)､12点以上得点し
た群と11点以下の群 (13,12:ll-)､11点以上得点し
た群と10点以下の群 (13-ll:10-)､のように順次､
ある活動能力得点で被験者群をその得点以上の群とその
得点以下の群に分け､それぞれの群の平均食品群別充足
率パターンを比較した｡今回の調査では男性群の場合､
高得点の高齢者が多く､従って得点の分布が高得点に限
られたので､老研式活動能力指標 (得点)と食品群別充
足率の関係を検討できなかった｡一方女性群では活動能
力指標が高得点から低得点まで広く分布して､解析が可
能であったので､その結果の一部を図4に示す｡このグ
ラフから分かるように､12点以上と11点以下で群を分け
た場合､第3群の充足率に有意差がみられた (p<0.05).
また､8点以上と7点以下で群を分けた場合､第1群で充
足率に有意差がみられ (p< 0.05)､どちらも得点が低
い群で充足率が低かった｡
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図4 老研式活動能力指標と食品群別充足率の関係
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図5 食料品の買い物の頻度
住吉区では買い物に行くと答えた女性のうち50%の人
が ｢毎日行く｣と答えたのに対し､坂北村の女性は ｢毎
日行く｣と答えた人はおらず週に2回以下である人が
80%であった｡
Ⅳ.考察
日本社会の少子高齢化が進む中､高齢者が健康で心身
ともに豊かな生活を送ることができるよう種々の方策を
探ることは重要なことである｡高齢者の健康に食生活の
質が大きく影響することは論を待たないが､これまでに
行なわれてきた高齢者の食生活についての研究の多くは
エネルギーや栄養素の摂取量に関するものが多く6ト 14)､
高齢者にも理解しやすい食品群別摂取充足率を用いた調
査研究の数は少ない｡そこで本研究では一般的に高齢者
の食生活に影響を及ぼすと考えられる､地域及び性別､
家族形態､一人で食事を摂る､いわゆる ｢孤食｣の頻度､
高齢者の生活機能の自立性と6つの食品群の充足率との
関係を検討し､高齢者-の食事指導の一助となるよう調
査を計画 ･実施した｡
図1､表5に示した高齢者の調査地域 ･性別と食品群別
充足率の関係では､どの地域においても男女ともに第3
群の野菜類と第4群の果物類 (坂北村の女性を除き)に
不足傾向がみられた｡この果物類の摂取が全般的に不足
傾向にあるのは国民栄養調査の結果5で 日本人の果物の
摂取量が長期的な減少傾向にあることや長野県の ｢平成
13年度県民健康 ･栄養調査結果｣にある食品搾取量の年
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次推移に示されている果実類の摂取減少傾向と同一の傾
向と考えられる｡今回の近畿圏の食品群別摂取充足率の
平均値は､ほぼ同一の調査票を用いて大阪市健康保健局
が1999年に大阪市で行った調査結果2)と男女ともよく一
致した結果を示した｡また､今回の住吉区で得られた食
品摂取および食生活に関わる質問に対する回答結果や食
品群別充足率は近畿圏のそれらと同様な傾向を示し､住
吉区在住の高齢者の食生活全般が近畿圏全般の傾向と比
較して特異的でないことが示された｡
今回の調査では､一`都市部"の住吉区と "農村部"の
坂北村では野菜類の充足率のみに有意な差がみられ､男
女とも坂北村において充足率が有意に高かった｡このこ
とは､農村部では野菜類の自給が可能でその摂取量が多
いことが考えられ､住吉区の女性は食料品の買い物に行
くと答えた人のうち50%が ｢毎日行く｣と答えたのに対
し､坂北村では ｢毎日行く｣と答えた人はおらず､週に
2回以下の人が80%であったこととも関係すると思われ
る｡ そのほかの食品群の充足率について都市部でも農村
部でもあまり違いがないことは､近年の食品流通の発展
が寄与していると推測される｡
人の栄養状態はさまざまな社会的要因､身体的要因と
関連することが知られていることから､これまでに家族
形態と食品 ･栄養素の摂取の関係についていくつかの報
告がある6ト8)｡熊江ら6)は家族形態が及ぼす個人の栄養素
摂取状態への影響は女性より男性で大きく､独居の男性
は配偶者などと同居している男性に比べ､エネルギー摂
取量､たんぱく質摂取量が有意に低いという結果を報告
している｡またDelmarら9)は人の孤独や社会的孤立はエ
ネルギーやカルシウムの摂取量に影響し､それらの摂取
を低くすると報告している｡本研究でもこれらの文献に
記載された結果と同様な結果が得られ､図2に示したよ
うに､男性高齢者では ｢独居｣群の第2･3･4群の充足
率が ｢夫婦のみ｣｢子 ･孫と同居｣群に比べて低い傾向
がみられたが､女性高齢者では各食品群の充足率の差は
みられなかった｡また､図3に示したように男性では
｢孤食｣の頻度が高くなるほど第2･3･4群の充足率が低
くなり､一方､女性ではどの食品群においてもこのよう
な ｢孤食｣の頻度による食品群別充足率の差はみられな
かった｡このような家族形態 一`人で暮らすか､家族と
暮らすが'が食品群別充足率に与える影響は､参考とし
て実施した本学部の学生-の調査結果でも同様な傾向が
見られ､独居男子学生の食品群別充足率パターンが独居
男性高齢者と同様のパターンを示し､一方､女子学生は
女性高齢者と同様に家族形態による各食品群の充足率の
差はみられなかった｡このことは､逸見らの研究8で述
ベられている ｢女性は長期にわたり本人が家族に対する
食事管理の役割を担っていたものが多く､そのことが本
人にとって比較的良好な栄養摂取につながっている｣と
の考えと矛盾しない｡さらに､今回の調査で食事の準備
を誰が担当するか質問したところ､男性では ｢配偶者｣
と回答した人が多かったのに対して､女性では ｢自分｣
と回答した人が最も多く､高齢女性では食事を自分で管
理している人が多いことを示す結果も得られたことか
ら､高齢男性に対して栄養教育を含む食生活支援が必要
であると考えられる｡また､本学部の男子学生 ･院生の
家族形態と食品群別充足率の結果が､高齢男性のそれと
同様な傾向を示したことは食事の管理などの栄養教育は
若年世代から行われなくてならないことを示唆するもの
である｡今回の調査結果で､高齢女性に関しては､その
家族形態が食品群別充足率に及ぼす影響は少ないことが
示されたが､高齢女性が家族と同居する場合に比べ独居
する場合では独居高齢女性において食物摂取状況に偏り
のあるもが認められることが報告されているため8)､高
齢者の女性に村する栄養教育も考慮しなければならな
い｡また､今回の調査から分かったように ｢孤食｣は高
齢者の食品摂取にネガテブな影響を与え､逆に食事を誰
かと一緒に摂る､いわゆる ｢共食｣は食物の適切な摂取
とともにQOLの向上が期待できることから､高齢者介
護の面からも食生活支援のひとつとして ｢共食｣の機会
を提供することも重要であるだろう｡
今回の調査研究において､男性高齢者の ｢孤食｣の頻
度が高い人は乳製品や野菜や果物の充足率が低いことが
示され､更に主にビタミンやミネラルの給源となる果物
類の充足率も低いことが分かったことから､在宅看護で
の食事の調整､栄養管理で留意すべきことであると思わ
れる｡
高齢者がその身体的 ･社会的活動能力を維持すること
は独立した生活を保障し､生活の質を高めることにつな
がることは明らかである｡ そこで高齢者の自立度と食品
摂取の関係を知ることは､食事提供を含む高齢者のきめ
細やかなケアの内容を検討する意味から重要であると考
えられる｡ 本研究では､高齢者の生活機能の自立性を老
研式活動能力指標によって評価し､その ｢自立度合い｣
の変化と各食品群における充足率の変化を､老研式活動
能力指標の分布が大きかった高齢女性群で検討を行っ
た｡その結果､図4に示すように､老研式活動能力指標
(得点)が11点以下となると､第3群の野菜類の充足率
が有意に低下し､7点以下になると更に第1群の魚 ･肉 ･
卵 ･大豆 ･大豆製品の充足率が有意に低下した｡このこ
とは高齢女性では､本人の自立度がある点を下回ると､
(6)
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なんらかの原因で特定の食品群の摂取量が減少する傾向
があることを示唆するものである｡今回の解析では､老
研式活動能力指標の ｢手段的自立｣､｢知的能動性｣､｢社
会的役割｣の3つの下位尺度の得点と食品群別充足率と
の関連は調査対象者の数が限定されたことから行わなか
ったが､今後検討することで､この原因が明らかになる
ものと考える｡ また､この結果から高齢者介護における
食事指導では高齢者個人の活動能力と食品の摂取との関
連を考慮した指導が必要であることが示され､特に肉 ･
魚 ･大豆などの主にたんぱく質源となる食品やビタミン
類を含む野菜類の充足率が低下することは､高齢者の身
体機能の維持のため.には問題が多く､自立度の低下した
高齢者の食事に特に注意すべきことである｡
Ⅴ.要約
本研究では高齢者の食生活の現状を簡易食物摂取状況
調査によって把握し､食品群の充足率と食生活の状況､
社会的要因､身体的要因との関連について検討した｡高
齢者の男性は ｢独居｣群で ｢夫婦のみ｣｢子 ･孫と同居｣
群に比べ､果物類の充足率が有意に低かった｡また､男
性では ｢孤食｣の頻度の高い人は乳製品､野菜類､果物
類の充足率がきわめて低いことが明らかとなった｡この
ことから､高齢化社会においては特に男性高齢者に対す
る栄養教育や食生活支援が必要であると考えられる｡ ま
た今回の調査では女性高齢者の食品の摂取パターンが活
動能力によって異なることが示唆された｡都市部の住吉
区と農村部の坂北村での食品群別充足率の比較では､野
菜類の充足率のみに差がみられ､他の食品群では有意な
違いはみられなかった｡
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食品摂取状況からみた高齢者の食生活
津村有紀,荻布智恵,広田直子,曽根良昭
要旨 :我々は高齢者の食生活の現状を簡易食物摂取状況調査によって把握し､食品群の充足率と食生活状況などさま
ざまな要因との関連について検討することを目指して本研究を行った｡対象者は近畿圏在住の高齢者206人､大阪市の
都市部在住の高齢者70人､長野県の農村部在住の高齢者75人であった｡独居の男性高齢者は果物類の充足率が有意に低
く､また孤食の頻度が高い男性は乳製品､野菜類､果物類の充足率が低い傾向にあることが明らかとなった｡女性高齢
者ではこのような傾向は見られなかった｡このことから､高齢化社会においては特に男性高齢者に対する栄養教育や食
生活支援が重要であると考えられる｡都市部の住吉区と農村部の坂北村での食品群別充足率の比較では､野菜類の充足
率のみに差がみられ､他の食品群では有意な違いはみられなかった｡このことから､高齢者の食品の摂取については農
村部では野菜の自給が可能でその摂取が多いこと以外､都市部も農村部も顕著な違いがないことが推測された｡
(8)
